
《区のあり方》

Ｃ）市民の最も身近な行政区（共
通の理解が得られる範囲）

Ｃ）区は大事

Ｃ）区の独自性を打ち出す Ｃ）市と区の負担を明確にする

Ｃ）行政組織の最適単位がある
べき

Ｃ）区が20万以上の人口だと本
来ならば市の機能、自主性
を持つべき

Ｃ）区割りのラインの引き直し

Ｃ）市民に一番近いところにあ
る規模の問題

Ｃ）市政の執行、市民サービス
を円滑に遂行するための管
理スパン（地域的特性、人口、
世帯数を考慮）の設定

Ｃ）市民の生活圏とコミュニテ
ィとしての区の範囲は共通
の課題

Ｃ）積極的権限の移譲と相互の
連帯と協調を図る

Ｃ）区の自己決定権の拡大と区
民権限（政治的、行政的）
の拡大

Ｃ）地方分権から地域分権の単
位（区民ニーズの特質が活
かされる行政区）

Ｃ）全市共通の方針のもとで区
の独自性をどこまで活かせ
るか

Ｃ）一定の予算権を区に持たせ
る（現行よりも大幅増）

Ｃ）地域社会を形成するための
基礎的自治体と区民生活の
安定と向上に向け、相互に
補完信頼関係の上に行政運
営ができるように

Ｃ）地域での課題の区分けから
どの課題を分担するか（課
題として取り上げるか）

Ｃ）独自の予算を持つ

補完性 連携と協調

Ｂ）区民意識とはどのようなも
のか

Ｂ）2つ以上の地域の課題の検討、
と解決を図るのは市Ｂ）長期的なものは市役所、短

期的（即決）なものは区役
所

Ｂ）全市一律のビジョンはやは
り必要で、実施については
区別にできることがよい

Ｂ）区役所の仕事をわかりやす
くする（権限と予算を）

Ｂ）自治意識の高揚（市民が成
熟する条件とは）

Ｂ）区民意識は住所を書くとき
に（「麻生都民」）

Ｂ）区のあり方→地域文化を育
成し・発展させる

Ｂ）市民・区民の意識の差より
も南部・北部の方に差を感
じる

Ｂ）市だと大きすぎて（仕事が）
よく見えないが区の方が見
えて安心できる 南部と北部の差を

反映させる

区役所の権限強化

Ｂ）区の権限と義務と責任拡大

Ｂ）今の区は近いか、遠いか

Ｂ）距離感の問題ではない

Ｂ）遠い近いは距離ではなく市
民のハートの問題

Ｂ）区役所を身近に感じられる
仕組みを

Ｂ）関わりがないと身近な気が
しない（住民票を区へ、ゴ
ミ収集を市へ）

Ｂ）（区の役割）地域の課題を
検討し解決を図る

Ｂ）（区の役割）地域の代表機
関

Ｂ）各区の実情にあった「区」
づくりをめざす

長期・短期によるすみわけ

「全市ビジョン→実施」など
段階によるすみわけ

Ａ）議員も「区」単位で選出さ
れているので「区」の単位
が必要

Ａ）分権が国から市に移行した
だけで区には移っていない

Ａ）市より区へ、財政と権限を
移す

Ａ）区は市の機関事務を受けて
いるだけではないか

Ａ）市でやるべきことと、区で
やるべきことを再検討する

Ａ）見えにくい予算編成のルー
ルやスケジュール

Ａ）身近な問題は区で解決する

市から区へ、区から市民へ…

地域の課題解決・・・

Ｂ）行政、区の役割の分権化

◇区役所と市役所の役割分担をどうするか？
→「◇区役所を機能させる仕組みをどうするか？」へ

Ｂ）自治体が大きくなりすぎて
声が反映されていない現状

Ａ）区の役割が重要（市と区民
の間）

政令指定都市として抱える課題

政令指定都市として
抱える特性＝区民意識

◇政令指定都市として抱える課題とは何か？

◇政令指定都市としての課題解決のための
　今後の区の方向性は？

区役所の役割

役割分担の考え方

区役所と市役所の役割分担

地域の課題解決のため、区役所で行えることはできるだけ行っていく

市役所の役割

行政区の単位の意味

区役所と区民の距離

区の権限の欠如

そのためには・・・

・地域で考え、地域で行うことが
重要

・区でできるだけ解決できるよう
に

・サブシディアリティ
（補完性原理）

□区って何？

何を検討すべきか
（検討テーマ）

　どのように規定するか
（検討テーマに対する個別の提案、目的・
　考え方や具体的な規定設定の方向性等）

 資料２ 
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